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市町村名 南丹市 指定番号

事業所名

符号 普通徴収への切替理由（京都府統一基準)
※下記６項目以外の理由は不可

人 数

ａ
退職者又は退職予定者（５月末まで）及び
雇用期間が１年未満で再雇用の見込みがない方

人

ｂ
毎月の給与が少なく税額を引けない方
（例：前年中の給与の支払額が100万円以下の方）

人

ｃ
給与の支払いが不定期な方
（例：給与の支払いが毎月でない）

人

ｄ 他の事業所で特別徴収される方（乙欄該当者） 人

ｅ 専従者給与が支給されている方（個人事業主のみ対象） 人

ｆ
ａ～ｅを除いた受給者総人員が２人以下の事業主
（受給者総人員には他市町村分も含みます｡）

人

合 計
※総括表の普通徴収の人数と一致します。

人

※ 個人別明細書の摘要欄にも該当する符号（ａ～ｆ）を記入してください｡
　 (ａまたはｄの方は、退職年月日または乙欄を記載していただくことで、
摘要欄への符号記入を省略できます｡)

※ 給与所得に係る個人住民税は、すべての給与収入を合算して税額を計算し､
特別徴収となります。｢普通徴収切替理由書」を提出いただいても、他
でもお勤めされその事業所で特別徴収される方は、普通徴収にはなりま
せん。(貴事業所での特別徴収にはなりません｡）

南丹市長様
前年度分の特別徴収義務者
指 定 番 号

←右詰めで記載してください

年間分・退職者分提出区分

事業種目

受 給 者 総 人 員

提 出 市 町 村 数

在職者

退職者
退職
予定者

乙　欄

その他

受 付 印

特別徴収

報

告

人

員

住民税等を給与天引きする

普通徴収
住民税等を個人納付する

※普通徴収切替理由書
（兼仕切紙)の提出が
　必要です。

計

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

給与支払者の
名称又は氏名

給与の支払期間

給与支払者が
法人である場合
の代表者の氏名

所得税の源泉徴収
をしている事務所
又は事業所の名称

給与支払者の個人
番号又は法人番号

連絡者の氏名、
所属課、係名
及び電話番号

所属課係名

（フリガナ）

）号番話電（

氏 　 名

氏 　 名

令和 年 月 日提出
令和 年 月分から 月分まで
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同上の所在地

関与税理士等
の 氏 名 及 び
電 話 番 号

特別徴収関係
書類の送付先

人

人

人

人

人

給
与
支
払
報
告
書(

個
人
別
明
細
書)

に
つ
け
て
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒

※送付先の新規設定・変更がある場合のみ記入

所轄税務署

給与の支払の
方 法 及 び
そ の 期 日

税務署

特別徴収する際に納入書
の送付が不要な場合は○
をしてください
（eLTAX、金融機関の納入
サービス等を利用の場合）

）号番話電（

〒

※

不要

＜記載・提出についての注意事項＞
１．｢給与支払者の個人番号または法人番号」について、必ず記載してください。個人事業主の方
は個人番号を記載の上、提出時に番号及び本人確認書類の提示または写し等の提出が必要です。

2．給与支払報告書（個人別明細書）については､給与の支払を受ける者及びその控除対象配偶者・
扶養親族の個人番号をもれなく記載してください。

3．｢報告人員」について、翌年度の住民税の徴収方法を「特別徴収」または「普通徴収」に区分
して人数を記載してください。普通徴収の方がある場合は、必ず、普通徴収切替理由書（兼
仕切紙）を普通徴収分の個人別明細書の手前に綴じてください。

4．個人別明細書の提出は１人につき１枚ずつでお願いします。(副本は不要です）

新規 ←新規の場合に○


